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 教育目標     個性を伸ばし、創造力を豊かにして、共に生きる社会に貢献できる人間をめざす   「進取」  「自律」   「融和」 
 

 
平成２２年度  具 体 的 目 標 自己評価 

１ 学力向上と指導の充実 
 (1) 各学年出席率９９%以上と年間皆出席者４０%以上を目指す。 
 (2) 家庭学習毎日１時間以上を目指す。 
 (3) 単位修得率１００%を目指すとともに、技能審査等による増加単位に挑戦する。 
 (4) 朝読書を通じて、一人年間１０冊以上の読破を目指す。 

 
   ＢＢＢＢ    
   ＣＣＣＣ    
   ＢＢＢＢ    
   ＣＣＣＣ 

２ 生徒指導及び特別活動の充実・強化 
 (1) 社会参加活動に積極的に参加し、ボランテイア参加200名以上を目指す。 
 (2) 部活動等の全国大会出場を祝う看板を４枚以上掲げられることを目指す。また、東北大会において複数の入賞を目指す。 
(3) 交通安全指導を徹底し、交通事故や違反０件を目指す。 

 (4) 全職員の協力を得ながら「学年通信」の発行に努め、ＰＴＡや地域とのコミュニケーションを密にし、生徒問題行動の未然防止に努め、事故０件を目指す。 
 (5) スクールカウンセラー事業を推進し、年１８回の相談活動を通して生徒のメンタルヘルスの充実を図る。 

 
   ＡＡＡＡ    
   ＢＢＢＢ    
   ＣＣＣＣ    
   ＣＣＣＣ    
        ＡＡＡＡ 

３ 確かな進路の実現 
 (1) 第１、２学年生徒の進路ガイダンスを年２回以上開催し、進路意識の高揚を目指す。 
 (2) 保護者対象の進路ガイダンスを第１、３学年は年１回以上、第２学年は２回以上開催し、出席率８０%以上を目指す。 
 (3) 大学進学５０名以上（内、国公立大１０名）の合格を目指す。 
 (4) 公務員１０名以上、高等看護学校１０名以上の合格を目指す。 
 (5) 就職希望者の内定１００%を目指す。 

 
   ＢＢＢＢ    
   ＢＢＢＢ    
   ＣＣＣＣ    
   ＣＣＣＣ    
   ＣＣＣＣ 

４ 学校運営の重点及び学習環境の整備 
 (1) ＰＴＡの総会、評議員会、各専門部会等の出席率８０%以上を目指すことで、ＰＴＡとの相互理解と連携を深め、より「信頼される学校づくり」を目指す。 
 (2) 中学生対象体験入学の参加者数５００名以上を目指す。 
 (3) 防災訓練、月１回の安全点検を実施し、安全で快適な学習環境を目指す。 

    
   ＡＡＡＡ    
   ＡＡＡＡ    
   ＡＡＡＡ    

５ 時代に即応した学校づくり 
 (1) 天童桜まつり、夏まつりに積極的に参加し、地域と連携した活気ある学校づくりを目指す。 
 (2) ホームページの更新月１回以上、広報誌天高の発行年９回以上を目指す。 
 (3) 姉妹校であるプルゴック高校とのホームステイ交流や文通交流をとおして、国際社会への意識を育てる。 

    
   ＡＡＡＡ    
   ＢＢＢＢ    
   ＡＡＡＡ    

                                                                                                                                                    ３段階 
 
 
次年度への課題 
 
 

１：家庭学習毎日１時間以上の達成率が改善傾向にはあるが、生徒自己評価では最もプラス評価が低く、昨年同様である。 
２：交通ルールを守る、安全意識について、生徒自己評価が昨年を大きく下回り、意識の向上は見られるものの、危機管理の指導が必要である。  
３：生徒、保護者のアンケートからも進路指導については高い評価が得られているが、社会状況の厳しさがあり、達成率は目標を下回っている。  
４：保護者の協力性が高く保護者との連携は目標ラインに来ているが、地域連携、中高連携などさらなる広がりと質の高い連携を目指す必要がある。 
５：次年度からの生徒募集減に伴い、部活動の統廃合や職員の減少に係る校内組織の再編などの喫緊の課題に具体的に取り組む必要がある。 

 
 
 
 
学校関係者評価 
 
 
 
 

・ アンケートの内容については、定点観測の視点から前年度と同じ内容であることも必要なことですが、今年は昨年にない取組もやっていると思うので、
新しいアンケート項目を入れていくことも大事だと思います。 

・ 21年度の生徒の評価で改善しなければならない項目について22年度に取組を行ったと思うのですが、その評価はどうなのか？また、21年度と22年度の生
徒評価で改善されていない項目が同じとなっていることを受け、今後の取組改善についてどのように向き合っていくのか？  

・ 地元貢献を考えると（やってはいると思うが）地元就職や公務員採用などにさらに実績を上げる方がいい。地元企業とのパイプなどを大切にしていくと
市民の考える天童高校の存在価値が高まっていく。 

・ 生徒評価の「あいさつ」「身だしなみ」「交通ルール」は毎年低評価となっており、残念です。一般社会ではこの3項目が重要視されているとともに、大
きな声であいさつすることにより人の印象は変わります。 

・ いま、無縁社会、引きこもりという言葉を耳にしますが必要とされない人など誰一人としていません。自分を大切にする人は（人権を尊重する人は）相
手も大切にするし、思いやりの心が出てきます。 

 


